
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

２月 フルーツミックス 

 

２月のねらい 

０歳児…トンネルや浮き輪を通る遊びを通して自分の身体の輪郭「ボディーイメージ」を知る。 

１歳児…物の名前や色、大小などを遊びに取り入れ、言葉(発語)や理解につなげる。 

２歳児…経験したことを友だち同士でやり取りしながら遊ぼうとする。 

 

子どもたちは、寒さに負けず元気いっぱい戸外で身体を動かしてあそんでいます。 

室内では、おままごとをしたり、ブロックなど好きな遊びを楽しんでいます。 

友だちと関わって遊ぶことで、コミュニケーションや社会性、協調性が育っています。 

 

お
友
達
の
存
在
に
気
付
き
始
め
て
い
ま
す
。 

お
友
達
同
士
の
と
の
や
り
取
り
を
し
よ
う
と
す
る
姿
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。 

ままごと遊びでは、○○のつもり、見立てて遊ぶことで想像力が育ち

ます。友だちや大人との言葉のやりとりを通して言語力や表現力が育ち

ます。様々な大きさのお手玉や、花はじき、チェーンリングなども組み

合わせて、子どもが自分の想像力を使い、見立てるということを大切に

しています。 

 

お
互
い
に
役
を
決
め
た
り
１
つ
の
遊
び
を
楽
し
み
な
が
ら
共
通

の
世
界
観
を
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

○○ちゃん 

どーこだ？ 

おかわり 

ちょうだい。 

ちょうだい。 

さくらんぼ組 いちご組 りんご組 

パンが 

やけましたよ。 

あかちゃん 

おねつあるよ。 

どうぞ。 

あかちゃんの 

おくすりです。 

おだいじに。 

いっしょに 

たべよう？ 

乳児クラスのはじめは、子ども対保育者、子ども対おもちゃなど１対１

の関係が主でしたが、子どもと保育者とおもちゃのように三項関係でのや

り取りができるようになります。指差しをして、子どもと保育者が同じも

のをみる事を「共同注意」といいます。共同注意は子どもの精神発達や言

語発達に影響を与えます。 

「このお花きれいだね」や「積み木をどうぞ」など同じものを見て感じら

れるように関わると子どもは「もっと気持ちを伝えたい」と思うようにな

り、言葉や表現が豊かに成長します。 

ここ！ 

どうぞ‼いちご

ジュースを入れ

てあげるね。 

この時期に大切にしていることは、子どもの発想を妨げない

ように見守るようにしています。そして、保育者も一緒になっ

て楽しみながら少し遊びにつながるヒントや方法を伝えること

でより遊びが展開していきます。 

  

おなじくらい 

おおきいね。 

ありがとう。 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://h.tsukuba-kosodate.jp/?action%3Dcommon_download_main%26upload_id%3D2749&imgrefurl=http://h.tsukuba-kosodate.jp/?block_id%3D294%26page_id%3D0%26action%3Djournal_view_main_init%26cate_id%3D0%26visible%3D10%26now_page%3D10%26nc_session%3Dbtttpc9j0e285it1epopfhp4r6&docid=S4g8U9SzluI0iM&tbnid=2vdi9s2GmwDvhM:&vet=1&w=787&h=705&bih=715&biw=1477&q=%E3%81%BE%E3%81%BE%E3%81%94%E3%81%A8%20%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&ved=0ahUKEwjzl5Dn5NfRAhVKfrwKHW8zCgk4rAIQMwhNKEswSw&iact=mrc&uact=8

